その 一 速球 投手と 女優の 身売り 

新しい 年 も 九日になる のに、 うちつづく 正月 酒で 頭 

ほそ まき 

が 痛い。 細 巻 宣伝 部長が 後頭部 を さすりながら 朝日 撮 

影 所の 門 を 通ろうと すると、 なれなれしく 近づいた 男 

VI- 、 

力 

「ャ ァ、 細 巻さん。 お待ちして いました。 とうとう 現 

あか つきよう こ 

れ ました ぜ。 暁 葉 子が。 インタビュ— とろうと した 

ら 拒絶され ましたよ。 あとで、 会わして 下さい。 恩に 

きます よ」 

こう 云って 頭 を かいて ニヤ ニヤした の は、 専売 新聞 



である。 暮 のうち、 良人の き 矢 天狗が、 葉 子 を だせと 

云って 二三 度 怒鳴り こんだ ことがあった。 天狗 は 横 浜 

の 興行師で、 バ クチ 打、 うるさい 奴 だ。 葉 子の 衣裳 ま 

で 質に 入れて バ クチ をう つと い う 悪党 で 、 今 ま で 葉 子 

が 逃げ ださない のが、 おかしい ぐらいであった。 

しかし、 葉 子に 恋人が あると いう 噂 を 小耳に したの 

は、 ようやく 三日 前 だ。 おまけに、 その 恋人が、 職業 

野球 チェス タ— 軍の 名投手 大鹿 だとい う。 猛 速球 ス 

モ ー クボ— ルで 昨年 プロ 入りす る や 三十 勝ち かく 稼い 

だ 新人王で、 スモ ー ク. ピッチ ャ— (煙り 投手) とう 

た われて いる。 



ザ J の 話が 本当なら 宣伝効果 百パ ー セントと いうと こ 

ろ だが、 あんまり 話が 面白す ぎる。 い、 加減な 噂 だろ 

うと 思 つ たが、 羅宇 木 介が 執念深く 葉 子 を 探して いる 

のに 気がつく と、 ハ テナと 思った。 専売 新聞 はネ ー 

ビ ー カット 軍 を もつ 有名な 野球 新聞 だ。 

細 巻が 部長 室へ はいると、 若い 部員が きて、 

「暁 葉 子と 小糸ミ ノリが お 目に かかりた いと 待って ま 

す 力」 

「フン。 やっぱり、 本当 か。 つれて こいよ」 

暁 葉 子 はかけ だしの ニュ ー フェイス だが、 細 巻が 

バッ テキして、 相当な 役に 二、 三度つ けて やった。 メ 



する まで は 誰に も 知られず 姿 を 隠して いるよう にと 言 

い 含めて、 裏門から 帰させ、 煙 山 も 裏門から 脱け だし 

て、 京都へ 走った ので ある。 

地図 をた よりに 来て みると、 右 隣と 裏 はお 寺、 左 隣 

が 古墳で、 前が 竹 ャブの 密生した 山と いう 大変な 淋し 

いところ。 (地図 参照) 



や^ ^ 
や あれ リ * 


■K れ 


1 A し 




f 计 A 


、 A ^ 


や -Tl ^ fcl 水 
も A A ふ 






^ 小 一 


へ 


\\ か 
ノ^ ^ 




ホ Trt *■ 
1^ k 


f き 



齊 



寺 



« お 

蜜お お 



:《Vf ぶ f , 

* ， A * 

jn A ^ iT. ― ^ 今 ^ 3f、 *■ 



初対面で は あるが、 煙 山 スカウト といえば 球界で 有 



番四番 が 足りない。 もし ラ ツキ— ストライクに 大 鹿が 

加入して、 三番に ピ— スの 国府 一塁手、 四 番にキ ヤメ 

ルの桃 山 外野手が とれたら、 攻守と もに 百万 ドル。 優 

勝 絶対です」 

「それ は 優勝 絶対にき まつと る。 国府と 桃 山が とれる 

ゝ ヽ I 

力 レ」 

「必ず、 とってみ せます。 百万ず つで、 とってみ せま 

す。 それ を 条件に、 大 鹿に 三百 万、 やって 下さい。 私 

も スカウト を やる からに は、 絶対 とれない という 大鹿 

をと りたい のです よ。 上野 光子に 負けた くありません 

な」 



「まァ 、君、 国府と 桃 山 をと つてからの 話に しょうじゃ 

ないか。 百万ず つで 二人が とれたら、 大鹿 のこと も考 

えてみ よう。 三人 そろえば、 優勝 絶対 だから」 

「じ や、 当ってみ ます。 二人が ゥンと 云ったら、 大鹿 

は キットで すね」 

「ま ァ、 二人の ゥンを 先にき かせて くれ」 

「よろしい。 三日 あとに 吉報 もってき ます」 

煙 山 は ただちに 再び 西 下した。 

国府と 桃 山に 当ってみ ると、 百万 円なら OK だとい 

う。 煙 山 は よろこんだ。 三日のう ちに 金 を そろえて く 

るから、 ほかの 契約 は 断って くれと 念 を 押して、 安心 



とすれば、 これ も大鹿 ひきぬき だ。 こッ ちが 引ッ こぬ 

きに 失敗したら、 暁 葉 子の ロマンス を 素ッぱ ぬいて や 

れ。 煙 山 をつ けで みろ。 そして、 大 鹿の 愛の巣 を 突き 

とめて おけ。 煙 山 をつ けて 行けば、 自然に わかる だろ 

う。 わかった な」 

「八」 

そこで 木 介 は 伝票 を もらって、 出張の 用意 をと との 

えた。 

その 二 一 月 十九 日 正^ 一 時 



婚 しまし ようよ」 

大鹿は ビック リ して 目 を あげた。 

「おどろく ことない でしよう。 去年の 夏 は、 たのし 

かつ わね。 私、 あなたの 初 登板の 時から、 日本一 の大 

物 だと 思った わ。 ピ— スの 豪球 左腕投手 1 服 クンが 嫉 

いてね。 なぜ、 あんな 小僧 を 相手に す るんだ。 なんて、 

つめよる のよ。 小僧なん て、 何 云う のよ。 あんた の 三 

振 記録なん て、 小僧 クンに たちまち 破られる からって、 

言って やった のよ。 一服 クン、 去年の 暮 ごろから、 し 

つ こく 私に プロボ— ズ してる のよ。 今日 も、 街で 出 

会った の。 一服 クン、 京都に 住んで るでしょう。 でね、 



「さ ァ、 どう だか。 今のところ、 ハツ キリし ないから。 

二三 日う ちに 分る わよ。 大 鹿さん と 結婚す るか、 しな 

ヽ ゝ、、 ゝ _ 

レカ 力」 

「大鹿 は どこに 住んで る」 

「私 も それが 知りたい のよ」 

「フン。 隠すな。 痛い目 をみたい か」 

「隠す もんです か。 私 も 探して いるの だもの。 あんた、 

探せたら、 探して よ」 

「よし、 探して みせる。 ついて こい」 

「ど つ ちょ」 

「だいたい 見当が ついて るんだ。 大 鹿が、 嵐 山の 終点 



と、 木 介 は 悲しい こと を 言って いる。 

無事、 京都へ とさし かかる。 京都 着 は 午後 六 時 四十 

一 分の 予定。 

「モク 介。 煙 山の 車へ 行って、 見張って ろよ」 

「へ ェ」 

しかし 木 介 は 京都へ 着かない うちに、 うかない 顔で 

戻って きた。 

「煙 山の 姿が、 見えないで すよ」 

「便所 か」 

「煙 山の 坐って た 近所の 人に きいて みたが、 みんな 知 

らな いって さ。 それから 一 t§、 アミ ダナ を 見て 歩き ま 



「おいでやす」 

「お 部屋あります か」 

「お 部屋 どす か。 あいにく どすな ァ。 満員 どす わ」 

「今、 一人、 はい つたでしょう」 

r ハァ、 予約して はり ましたん や」 

r ズッと 長く 泊つ てる 人が 一 人い るでしょう」 

「どない なお 人 どす ねん」 

r 丄ハ 尺ぐ らいの 大きい 男」 

「知 リま へ ん なァ」 

「今、 はいった 人の 知り合いの 若い 大男」 

「知り ま へ ん なァ」 



今まで 気 を 失って いました。 はやく、 警察 を」 

そこで、 警察の 活動と なった ので ある。 

アトリエ は 二 間 半に 三 間の 洋室が 一間 だけ。 ほかに 

手洗い 場と 便所が 附 いている だけ だ。 ベッドと、 洋服 

ダンスと、 机と、 テ ー ブルに 椅子が 三つ ある。 (図面 参 

照) 



を 知って ますから、 すぐ 電燈 をつ けました。 私 は 室内 

を 一目 見て、 茫然と しました。 龃け よって、 ちょ ッと 

抱き起そうと したよう に 覚えて います。 もう 大 鹿さん 

の 死んで いる ことに 気付いて、 私 は その 場に 気 を 失つ 

てし まった のです。 ふと、 我に かえって、 葉巻さん の 

庭の 雨戸 をた たいた のです」 

たしかに 葉 子 は 血の 海の なかに 倒れて いたに 相違な 

かった。 衣服 も、 顔 も 手 も、 血 まみれであった。 

「ハ テナ。 誰か 屍体に つまずいた のかな。 ここに 血に 

ぬれた 手 型が ある。 あなた は、 つまずき やしなかった 

でしよう ね I 



犯人 は、 彼 だ。 葉 子 は、 すぐ、 思った。 しかし、 タ 

バコを 吸った 女と いうの は 誰だろう。 上野 光子だろう 

ゝ o 

力 

葉 子 は 警官に 打ち 開けた。 

「私 は 犯人 を 知っています。 あの人に 相違 ありませ 

ん」 

「あなた は 見た のです か」 

「いいえ。 私と 一し よに、 東京から 来たので す。 私の 

良人の 岩 矢 天狗です」 

「一し よに、 ここまで 来たので すか」 

「いいえ、 京都 駅まで、 一し よでした。 私 は 岩 矢と 離 



葉 子、 光子、 一服の 三 証人 を 著に とめて おいて、 集つ 

た 資料 だけで、 捜査 会議が ひらかれた。 

とにかく、 岩 矢 天狗と 煙 山の 行方 を さがす のが 先決 

問題であった。 

その 五 汽車の 中の 契約 

金口と 木 介 は 八 時半) J ろ 支局の 若い者に 叩き起され 

た。 ャケ 酒の フッ カヨ ィで、 頭が 痛み、 まことに 心気 

爽快で ない。 

「大事 件が 起り ましたよ。 大鹿 投手が 昨夜 殺された の 



「無名の 怪人物からの 電話で 尾行 を 命令した のです 

な」 

「ィ ャ、 煙 山の 出発の 時間 を 知らせて 来たので すわ」 

「そこが、 ちょ ッと、 面白いで すな」 

「変な 電話が チヨ ィ /\ かかって くる もんです わ、 新 

聞 社ち ゆう トコ は。 たいがい インチキ 電話です が、 今 

度ば かり は、 煙 山の 出発 時刻から、 ズ バリ そのもの。 

東京の フ リダ シ から 京都の 上りまで、 チャント 双六が 

できて ます わ。 やっぱり、 正月の せいかな」 

「まったく、 妙です な。 尾行の 様子 をく わしく 話して 

下さい」 



うのに、 こういう 俗界へ 降臨して やつたん だぞ。 アン、 

n ラ」 

「すまん、 すまん。 フッ カヨ ィの薬 を ベン ショウす る 

から、 キ ゲン をな おして くれよ。 ちょうどお 午 だ。 ベ 

ン トウ をた ベ て つ て くれ」 

居 古 井 警部 は、 サン トリ— ウイ スキ— を とりだして、 

二人に さした。 

「収賄罪に ならん かネ」 

木 介はキ ゲン をな おして 乾杯した。 

「ねえ、 居 古 井さん。 我等 こと、 多少の 尽力 を 惜しま 

なかつ たんだから、 そちら も、 ちょ ッと、 もらして く 
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